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第23回 北 方民族文化 シ ンポ ジウム報告

〈事例報告 〉 特別展 「トーテムの物語
～北西海岸インディアンのくらしと美 ～」にお ける協力

　　　齋藤　玲子

(北海道立北方民族博物館)

<Case Report> Collaboration on the Temporary Exhibition 
             "Totem Story: Life and Art of the Northwest Coast Indians"

        Reiko  SAITO 

(Hokkaido Museum of Northern Peoples)

    Our recent temporary exhibition on the theme of the Northwest Coast Indians culture 

also focuses on their activities of modern art. Since 2007, I have been involved in a joint research 

for the Canadian indigenous print collection of the National Museum of Ethnology. For the 

accomplishments of this research we show about 40 silk-screen prints and had a forum on the 

Northwest Coast Indians art in our museum. Furthermore, we had a co-hosted exhibit of  these 

prints in the Abashiri Municipal Art Museum. Besides, the comments on their own work 
submitted from three native artists give better messages to visitors.
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はじめに

　本 シンポジウムでは、一昨年以来、当館学芸員が主に

展示 に関する 「事例報告」を行なってきた。開催 中の特

別展をご覧いただ く前段 として、その趣旨や経過につい

て、他館 との協力事項 を中心に報告す る。

　 当館では、常設展示以外の短期 の展示 として、夏季

(7月 中旬～10.月中旬)の 特別展 と、冬(2～3.月)の 企画

展、その合間の春、秋 に2,3回 のロビ0展 を行なって

いる。 これ らの展示は規模、特に予算が違 う。特別展の

観覧料は中学生以下を除 くと有料 であるため、基本的に

当館の収蔵資料のみな らず他館か ら資料を借用 し、狭い

なが らも特別展示室のスペースを最大限使 って、資料 も

数多 く展示す る。広報用のポスター ・チ ラシ、および展

示資料の図版や解説を掲載 した図録 を作成す る。 さら

に、会期中には、関連す る内容の講座や講習会等をひ と

月に1,2回 程度開催す るなど、特別展は年間行事、特

に年度前半の核 となるものである。特別展以外の展示は

基本的に観覧無料で、比較的に低予算で行なっている。

テーマとその計画について

　特別展のテーマは、近年は4年 連続で計画 を立て、進

めてきている。たとえば、平成14～17年 度は、北方民族

の主な生業について、初めに狩猟、次に漁労 と海獣猟、

3年 目に遊牧、最後に植物採集 をテーマに展示 を行なっ

た。現在は平成18年 度 か ら「環北太 平洋 の文化」を共通

テーマに、初回は北東 シベ リアのコ リヤークに焦点 を当

て、昨年 はベー リング海地域に くらす諸民族 を取 り上

げ、今年は北アメ リカの北西海岸地域を対象 とした。来

年 は、オホーツク海を含む、北海道近辺の文化が中心 と

なる予定で、地域を変えて、4年 間で北太平洋を一巡する。

　 中期的なテーマを設定する理 由はい くつかあるが、第
一には資料や情報の蓄積のためである。特別展を開催す

るにあた り、その分野の資料調査を行ない、研究状況を

把握 し、成果をま とめて「図録」とい う形で残すことは、

博物館 にとって大切な情報の蓄積にな り、職員にとって

も勉強になる。 「生業」も「環北太平洋」とい うテ0マ も、

北方の諸民族をより深 く理解するために重要で、今、当

館がなすべき調査研究であ り、資料や情報の収集 ・公開

とともに、保存・継承 していくべき分野と考えた訳である。

　 当館 には、 日頃 さま ざまな質 問・問い合わせがある。

特別展の図録は、そのテーマの概要を紹介するのみなら

ず、図版 も多 く、文献 リス トも付 しているので、担当者

以外 でも、問い合わせの対応 に活用できる。 こ うした蓄

積は大事なこととである。 もちろん、北方民族の歴史や

文化 などに関心を持って くださる方々、観覧者にとって
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も、連続 したテーマで展示を行い、図録 を発行す ること

が、有用 なものであってほしい と願 ってい る。

　また、早 くか ら計画を立てておくことは、準備の うえ

で大切である。特別展は、当館の資料 とスタ ッフだけで

はとうてい実施できず、他の機関や研究者等 との協力関

係を築きなが ら準備 を進 める必要がある。博物館関係者

にとっては当然のことだが、博物館から資料を借用す る

には、事前の打ち合わせを繰 り返す。多数の資料や大き

なものを借 りるには、半年か ら1年 くらい前には交渉を

は じめ、3か 月 くらい前には資料 を確定す る。印刷物を

作 るためにも、そのくらいの準備期間が必要である。詳

細が固ま り、資料や情報 ・原稿な どが集まってくる直前

の3か 月 くらいに仕事は集 中す るが、構想 に十分な時間

があるのは大事なことである。

開催中の特別展について

　 さて、平成20年 度の特別展では、東南アラスカか らブ

リテ ィッシュ ・コロンビア州、ワシン トン州あた りまで

の北アメ リカ北西海岸地域にくらす北西海岸インディア

ンと総称 され る人び との文化 を紹介 した。

　当館では、これまでも北西海岸インディアンの資料 を

比較的多く展示 してきた。常設展では儀礼具を中心に80

点ほ どを展示 してお り、これは、イヌイ ト、アイヌに次

いで多い数である。また、平成12(2000)年 に開催 した第

15回特別展 「トーテムポール とサケの人び と ～北西海岸

イ ンデ ィアンの森 と海の世界」では、その生業 と精神文

化 に焦点を当てた。他 にも、特別展や企画展で北西海岸

イ ンデ ィアンを含む展示を行なってきた。

　 ゆえに、今回は、連続テーマである北太平洋 とい う環

境のつなが りを意識 しなが らも、常設展や以前 の特別展

とは別 の視点で、北西海岸インディアン文化を紹介 しよ

うと考えた。その切 り口は、芸術を中心とした現代の文

化活動である。

に関する資料等 を展示 した。精神文化 については、仮面

や儀礼具を中心に、 トーテムや独特のデザインの原点 と

なっている世界観 について理解 しても らえるよ う努め

た。そ して、現代の文化については、シル クスクリー ン

版画 を中心に、文化復興や観光に関することなども紹介

した。

国立民族学博物館の共同研究

　平成19(2007)年 度に、国立民族学博物館(大 阪府吹田

市/通 称:民 博)の 共同研究 として、研究課題 「カナダ

にお ける先住 民芸術の歴史的展開 と知的所有権問題」

(筆者代表)が 採択 され、21年 度末までの予定で研究を進

めている。民博には、1970年 代から80年 代にかけて収集

された北西海岸インデ ィアンのシルクスクリーン版画が

700点 近 く、イヌイ トの版画が400点 近 くある。 これらの

収集の中心 となった小谷凱宣氏(名 古屋大学名誉教授)か

ら、かつてより整理 ・活用への期待を聞いてお り、気に

なる資料であった。

　そ こで、今回の特別展で展示することも目的の0つ と

して、民博所蔵資料の再評価をするとともに、版画が先

住民および先住民をとりま く社会に与えた影響等につい

て研究 してみたい と考えた。民博で北米先住民を専門と

している岸上伸啓教授に相談 したところ、折 しも平成21

(2009)年 にカナダ先住民の特別展示を行な う計画があ り、

好機 とのことで、共同研究の窓 口になっていただいた。

　 実は、カナ ダの先住 民文化 については、平成14～17

(2002～05)年 度にかけて、本多俊和(ス チュアー ト　 ヘン

リ)放送大教授代表の科学研究費によるグループ研究に

加 えていただき、北西海岸インディアンをは じめとする

先住民(First　Nations)文化を展示す るブ リテ ィッシュ ・コ

ロンビア州およびカナダ首都圏の博物館 の現状を調査 し

たことがある(そ の とき、今回参加 していただいている

UBC人 類学博物館のJill　Bairdさ んにお会いした)。 共同

研究では、小谷先生、スチュアー ト先生はもちろん、北

西海岸インディアン、イヌイ ト両方の芸術について詳 し

い大阪大学の大村敬0准 教授をは じめ、15人 の研究者 ら

の協力を得 ながら、研究を続けている。

特別展入ロ

　展示の構成は、大 きく3つ に分かれてお り、伝統的な

生活、次に精神文化および儀礼、最後に現代の文化の紹

介をしている。伝統的な生活では、海への適応 として漁

労をは じめ とする生業や、船、食生活、また樹木の利用 公開研究会の様子
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　今回の特別展では、民博から借用 したものを中心にシ

ルクスクリーン版画40点 あま りを展示 した。そ して、特

別展の初 日には、研究会のメンバーである版画家の田主

誠先生の指導の下、ペーパー クラフ トで仮面 をつ くる

ワー クショップ開催 した。 さらに翌 日には、研究会のメ

ンバーによる「北西海岸イ ンデ ィアンのアー ト」と題する

公開研究会 も開催 した。

市立美術館 とのタイアップ

　また、会期中の8月2日 から31日 には、網走市立美術

館 との共催で、同館でも民博所蔵の北西海岸インディア

ンの版画の展示を行なった。市立美術館 の学芸員 ・古道

谷朝生氏が北西海岸イ ンデ ィアンのデザインに関心 を

もっていたことを知っていたので、前年から企画を持 ち

かけていた。

　 当館の特別展では、その趣 旨か ら版画のみの展示 とい

うことにはならず、スペースの制約か らも多数を展示す

ることはかなわない。そ こで、美術館でゆった りと作品

を見てもらうこと、および博物館 と美術館の互いの来館

者や関係者 らに、関心を持 ってもらう機会 にしたいとの

考えから、計画をした。資料搬送の際は、両館の借用分

を同0の 業者で美術梱包 ・輸送することで、経費を節約

した。

　展示の準備段階では、美術館の古道谷学芸員 に版画の

額装をしていただいた。0方 、美術館の展示では、筆者

が北西海岸インデ ィアンに関する概説パネルの文章を書

き、現地の トーテムポールなどの写真を提供 した。

　 当館および市立美術館のいずれかの展示を見ると、 も

う0方 の展示の観覧料が割引になるとい う取 り組みも行

なった。

　 また、展示期間中に、古道谷学芸員には、当館で子供

向けのシル クスクリーン版画制作の講習会を指導 してい

ただき、筆者は美術館で解説会を行なった。

　 市立美術館 とこうした緊密 な協力事業 を行 なったの

は、初めての ことである。

とそれ らの製作者についても報告 したい。

　開館前年の平成2(1990)年 、常設展示のために トーテ

ムポール とカヌーが制作された。 しかし当時、北西海岸

のアーテ ィス トの情報 をほ とん ど持 っていなかったた

め、北米の先住民アー ト等の輸入 を手がけていた 日本の

商社 を通 して、アメリカの美術商関係者の手配で、アラ

スカに住む トリンギッ トの若手のアーティス トが制作 し

たものを購入 した。 トーテムポールを彫刻 したアーティ

ス トの名前(Wayne　 Price氏)は わかっていたが、その後、

彼 とは特に連絡を とらずにいた。

　平成19(2007)年 、筆者はアンカ レッジのAlaska　Native

Heritage　Centerに 行き、　Price氏 がカヌーを復元 した様子

を収めた ビデオと本があることを知 った。その映像は、

正式な手続 きを経て購入 し、一部を編集 して特別展でも

上映 した。そ して、Price氏 に も連絡 をした ところ、確

かに 日本の博物館向けに トーテムポール とカヌーを作っ

たが、展示 は見ていない との返事があ り、写真 を送 る

と、大変喜んで くれた。彼の近年の作品も収集 したいと

思い、ダンス用の擢や版画、銀細工など小 さな ものでは

あるが、平成19年 度 に数点を購入 した。

　 また、筆者は10年 前、アラスカ南部のメ トラカ トラと

い うツィムシャンの村に調査 に行 った。北海道東海大学

教授(当 時)岡 田淳子氏が代表の科学研究費の研究協力者

として、調査の機会をいただいたのである。

　 この とき、メ トラカ トラで美術 の教員 として、また

アーティス トとして活躍するJack　Hudson氏 に会った。そ

の後、彼の版画数点を博物館で購i入した。平成19年 、久

しぶ りにメ トラカ トラを訪問 してHudson氏 と再会 し、近

隣のケチカン在住の トリンギッ トのアーテ ィス トNoman

Jackson氏 を紹介 してもらい、会ってきた。　Jackson氏 の

版画 も2点 のみだが、同年度に収集 した。

　 こ うして平成19年 度に作品を購入 したアーティス トた

ちに、特別展に際 し、作品に対するコメン ト等を寄せて

欲 しい と依頼 した。会期途中か らではあったが、それを

パネルにして、追加展示 した。 これ らは観覧者への解説

とメッセージであるとともに、資料情報 としても重要な

ものであると考えている。
 "Xoots  Tana'a" — Bear holding copper shield 

 is  Tlingit's most prized art work. A copper 
shield was like money in the old days and was 

 used for trading and as status. 

 "Together' — Killer whale is a clan crest . In 
this art work, transforming into human being 
from killer whale. A salmon is shown to be 
ready to spawn to continue a new cycle of life, 
and hawk man on the back of the killer whale 
signifies any and all good luck in life.

 Everything works 

together in this 

world.

Also, thank you for 

your invitation to 
your wonderful show. 

Norman G. Jackson

　 『フーツ・タナア』 クマが抱 いてい る銅 板紋章

は、 トリンギ ヅ トが最 も誇 りとする作品 である。

銅板紋章は往時の貨幣の ようなもので、交易に用

い、ステー タスを示 すものであっ た。

　 『共に選の シャチは氏族の紋章 である0こ の作

品には、 シャチ から人間 への 変身が描 かれている

(※昔、人間 と動物 は自由自在 に姿 を変えるこ と

がで きると信 じられ ていた)。 サ ケは生命 の新た

なサ イクル を存続 させ る産卵 を迎 えてお り、シャ

チの背に いるホ一 ク・マ ン(タ カ ・人間)は 人生

の あらゆ る幸迎 を表 している。全 ての ものは　.こ

の世界で共 に働 いているのだ。

最後に、素敵 な展示 に参加 できたこ とに感謝 し

ます。

　　　　　　　　 　　　 ノーマ ンG.ジ ャクソン

※作者夫人のジャ クソン漉谷祐子氏に よる訳注

市立美術館の展示の様子
*　『鐘にJ絵反瑚働の埜薗に横示し'ぐいま童

 "Together  Is  display.  opposite  side
.

アーテ ィス トからのメッセージ

　他館 との協力について述べてきたが、当館 の収集資料 N.Jackson氏 に よるコメントの パ ネ ル
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おわ りに

　当館は、展示のための予算も設備 も(都 道府県立の博

物館 としては)小 規模であ り、 しか も海外の先住民族文

化を対象 としている博物館 であ りなが ら、学芸員がなか

なか現地に行 くことができない。その よ うな状況の も

と、他の機 関や関係者 らの理解 と協力を得なければ、展

示をは じめ とする博物館活動はままならない。

　 これまでのシンポジ ウムでも報告 ・討論 されてきたよ

うに、先住民族文化の展示においては、展示 され る側の

理解 と協力を得なが ら進 めることが理想であ り、前提 と

な りっつある。 しか し、さまざまな制約の中で、特に海

外在住のさまざまな立場の複数の関係者 らと対等 に協力

しあい、展示の企画か ら実施まで完全に携わっていただ

くことは、困難だ といわ ざるを得ない。だか らとい っ

て、手をこまねいてい るのではなく、できることか ら始

めてみたのが、報告 した内容である。小さな試行で も、

やってみて改善をす るとい う積み重ね を続けたい と思っ

ている。

　良い点ばか りを述べているようだが、反省点 も多々あ

る。観覧者数 も、近年の特別展 と比べてやや減少 してい

る。その理 由については、展示 内容の評価 等 と合 わせ

て、これか ら分析せねばならない。

ないので、 自分たちの手で行なった とい うだけなのだ

が、改めて考えることは、他の機 関や人たちとの協力の

みならず、当然のことながら、博物館内の協力が大切だ

とい うことである。以上で報告は終了する。 関係者各位

に感謝する次第である。
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　最後 に、 この特別展 をご覧になった共 同研究のメン

バー、国立民族学博物館の関係者から、次のような感想

をいただいた。 トーテム・ポールを常設展示室か ら特別

展示 室に移す作業を、職員で行なった とい うことに驚

き、考えさせ られた、 とい うのである。ただ単に予算が
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